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論 文 内 容 の 要 旨 
               
【目的】 
近年、自閉スペクトラム症（autism spectrum disorder、以下 ASD）児が多彩な精神医学的併存症
を有することが知られるようになった。特に、従来考えられていたよりも双極性障害の併存が多いと
いう報告が注目されている。しかし、ASD児の双極性障害の有病率については、各研究間において用
いられる診断基準が異なり、一定の見解が得られておらず議論を呼んでいる。本研究の目的は ASD
児における双極性障害の併存について、診断基準を厳密にしたうえで有病率を調べ、さらに閾値下躁
症状について調査し、非 ASD 児と比較検討することである。 
 
【対象と方法】 
 対象は 2007年 7月から 2011年 4月までに大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を受診した
6 歳から 15 歳までの連続症例 110 例（高機能 ASD 群 46 例、非 ASD 群 64 例）である。対象児の親に
対して、半構造化診断面接である日本語版 The Schedule for Affective Disorders and Schizophrenia 
for School-Age Children-Present and Lifetime version を用いて、双極性障害および閾値下躁症
状について評価を行った。 
 
【結果】 
双極性障害と診断されたものは ASD群にはおらず、非 ASD群では 2名（1.8%）であった。また閾値
下躁症状のうち「高揚、開放的な気分（elation/expansive mood）」と「観念奔逸（racing thoughts）」
を有するものは、ASD群では 12名（26.1%）および 15名(32.6%)であり、非 ASD群の 2名(3.1%)およ
び 6名(9.4%)と比較し、有意に高率であった。 
 
【結論】 
ASD児は高揚気分や観念奔逸という躁症状を呈することが多い。しかし、それらは軽症であり、双
極性障害の診断基準を満たさない。ASD児に躁症状を見出した時は、その重症度に注目し、双極性障
害の過剰診断に留意した上で、慎重に治療すべきである。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
近年、自閉スペクトラム症（autism spectrum disorder、以下 ASD）児が多彩な精神医学的併存症
を有することが知られるようになった。特に、従来考えられていたよりも双極性障害の併存が多いと
いう報告が注目されている。しかし、ASD児の双極性障害の有病率については、各研究間において用
いられる診断基準が異なり、一定の見解が得られておらず議論を呼んでいる。申請者は ASD児におけ
る双極性障害の併存について、診断基準を厳密にしたうえで有病率を調べ、さらに閾値下躁症状につ
いて調査し、非 ASD児と比較検討した。 
 対象は 2007年 7月から 2011年 4月までに大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を受診した
6 歳から 15 歳までの連続症例 110 例（高機能 ASD 群 46 例、非 ASD 群 64 例）である。対象児の親に
対して、半構造化診断面接である日本語版 The Schedule for Affective Disorders and Schizophrenia 
for School-Age Children-Present and Lifetime version を用いて、双極性障害および閾値下躁症
状について評価を行った。 
双極性障害と診断されたものは ASD群にはおらず、非 ASD群では 2名（1.8%）であった。また閾値
下躁症状のうち「高揚、開放的な気分（elation/expansive mood）」と「観念奔逸（racing thoughts）」
を有するものは、ASD群では 12名（26.1%）および 15名(32.6%)であり、非 ASD群の 2名(3.1%)およ
び 6名(9.4%)と比較し、有意に高率であった。 
ASD児は高揚気分や観念奔逸という躁症状を呈することが多い。しかし、それらは軽症であり、双
極性障害の診断基準を満たさない。申請者は ASD 児に躁症状を見出した時は、その重症度に注目し、
双極性障害の過剰診断に留意した上で、慎重に治療すべきであると指摘した。 
 
本研究は、自閉スペクトラム症児にみられる躁症状については双極性障害の診断基準を正確には満た
さない場合が多く、正しく診断し適切な治療を行う重要性を明らかにしたものであり、博士（医学）
の学位を授与するに値するものと判定した。 
